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　　　　　　　１．緒　　　　　言
　筆者は既に新教育上に立つ科学教育のあり方と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)いう題目の下に既に発表したことかあり，又最近
新らしい理科教師像についても書いたことがある
　(2)が，時勢の推移と共に我が国の教育思潮も変化し
つｘあり，それに伴って教育学のあり方も，従っ
て教育技術も色々と変化して来た事と思われる．
それ故，これの基礎に立つ科学教育というものも
当然影９を受けて変化せねばならなくなるわけで
ある．
　一方昭和25年に理科学習指導要領か文部省から
発行されたのであるが，現在これか改訂委員会か
文部省でも設けられ，盛に研究がすｘめられてい
る状況下にあるので，筆者が茲に意見をのべるの
は，少々早きに失する嫌いかあるかも知れないと
思うけれ共，地方大学に於て日頃科学教育の研究
にたづさわる者の一人として愚見をのべ，諸賢の
御批判に供したいと思い，茲に発表する次第であ
る．
　　　　２．科学教育界の変遷
　（1）新教育に於ける目的々原理
　我が国の教育は終戦後に於て大いに変革された
事は，誰も知る事実である．特に方法及び目的の
面に於て根本的に変革したことがみとめられる．
而し乍らこれは自主的な立場でなすべく，且これ
にもとづくべきものかあった．それは教育基本法
であったと思う・而してこの基本法を通じて新教
育に対する立場か表明されていると思う..さて教
育基本法中にはっきり表われている基本的な考え
方は何かというと，それは前文中にある個人の尊
厳を重んずるということであり，この第二節全体
の意味の中で個人の意味を理解せねばならない．
．（全休つながりの中で）そうすると第二節は三つ
の思想から成立っているのである.
　　（1）個人の思想を重んずる.
　　（2）真理と平和を求める人を養成する．
　　圓　審美的にして個性を高めた文化の創造
の三つの思想の中から成っている．この三つは同
じ重さの思想ではない．上の三思想中で（1）はよ
り基本的であ･る. (2) (3)の前提は予想されたより
当然の思想である. (1)の個人は(2) (3)の前提に
よれる個人で･ある. (1)の個人は(2) (3)の意味を
明らかにする事によっても明らかになる，.真理は
誰れもが納得せねばならぬものである．それに基
いて始めて人間の理想的な協同体即ち平和か生ま
れる／真理と竿和は人間にとって普遍的なもので
あり，かｘる欲求をする人間の育成は決して特殊
な個人でなく，不遍的な個人でなければならぬ．
普遍的にして個性の豊かな文化人は世界的にして
文化創造をする個人でなければならない．
　それ故に不遍的で精神的な個人である．特殊的
個別的なものを何も持たず，特殊的個別的なもの
の中に不遍的なものを含んで特殊的なものを通じ
普遍的なものを表わして行くところである．人間
は特殊的な性質があり，すべて神の人格に似せて
つくられてあるから，人間は貴い普遍的･なものな
るが故に人間が良いという．斯かる普遍的な個人
が茲に考えられる．これが茲でいわれている’個人
である．
　個人が自分の言動のみを考えて特殊な立場に立
２
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つ限り個人の貴さは現われぬ.・普遍的且精お|:I的な　　相互に相容れない．特に後者は全体主義的に考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　･
･１．　　１　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ
立場に立つ所に個人の貴jさか現われ乱力八る灘　　られ易い．この問題を解決する努力をせねば新教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gi.　1さをもつ個人を重んずる即ち精神的且普遍的な個　　育の思想的根源をつかむ事は出来ない．この問題
人を重んずる．それは世界に節用する．かＸるﾉ普　　はつきとめねばならぬ．それを基本法は示してい
　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　I　　　●j1遍的な個人を考える． ‥ し， る．これか第三の問題である．
　か｀る誓人はタシI｀の哲学マｏう冬炉寸あるり　　　＼この三戸を琴合低－した立場に立つ事によって
個人の尊厳を重んずるという事は個々め入棺を蛍　　新教育は健全にすｘまねばならぬ．これが基本法
んずるという事である．目的論的な点より小え=ぱ　　に於ける個人の尊厳を重んずるという意味である
個人の人格の完成を目指すという事である.＼・　　と考えられる．
　故に第一条では教育は人柵の完成を目ぎすとい　　　人格完成の教育的立場，個人尊重一国民育成の
う事である．個人の尊重と人格の完成とは一うの　　立場を綜合的にふくまねばならぬ．かｘる綜合的
立場である．これか第一の問題である／つぎに　　な方向を国民育成の教育的立場といえる．個人の
人格完成の統一的立場は色々な立場より考えられ　　道徳と入榴の完成をめざす国民育成を目指し，新
る．政治の立場から宗教の立場から;経済の立場　　らしい意味の教育方法を考えて行かねばならぬ．
から，教育の立場から･色々と考えられる．人格の　　この基本的な考え方こそ新教育の基本的問題だと
内容を色々に考えてこれより色々な人格完成心立　　思う（ﾂ
場がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　この目的々原理の基盤からいらて新らしい科学
　ところか入棺の具体的な意味は第一条七のぺて　　教育は真理を愛する事，即ち科学研究の熱意を燃
ある．Ｆ平和的な国家社会の形成者･として心身共　　やせる事に該当するだろう．叉科学的な物の考え
に健全な国民jとのべている．基本的なモラリテ．　方，処理のしかたをする事によって真理を愛し平
イを具えているこれが教育基本法の考えている人　　和を愛する国民の資格の一端をそなえ得る事であ
格である．学校教育法によると人格め具体的な意　　ろう．又物事を普遍的に思考する事によって不
　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　ヾ14　　　.●味は「国家社会の形成者として必要な資質を備え 偏的な個人となる資格の一端を備える事が出来よ
ているもの」である．人格完成の教育的立場包国　　う丿街して科学教育は物事の普遍的な思考力を養
　　　　　　　　　　　　　　　　　　-･　1.　iv●民育成の教育的立場であるという事に.なる.， ＜’　成するものであるといえよう．叉個性の豊かな文
　吾々は人格完成の教育の名に於T, B本．玩実　　化の創造という目標に於ても現在の科学教育は個
の立場を考えてくる．吾々は抽象的･且世界的な教　　人々々をその性能に応じてのばすという性格に於
育の立場をも考えている．而し基本法がいうのは　　て到達せられるし，叉科学教育中に於ては，科学
これとは異なり立派な日本人を教育せ･んとする雀　　の果す役割をよくわきまえて文化の創造という目
場である．　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　標の一端にも到達する事ができることであろう．
　教育にても人棉完成の名に於て世界ﾖ法的柚象　　　即ち現代の科学教育は個人の尊厳と人格の完成
諭的な題目を考刄んとしている人が少なぐないノ　　をめざす目的の重要な役割を担っている事と考え
平和的民主々義的なｍ家の必然的な回目を考疋ん　　られよう．又これ斉分けて考えると次の如くにな
としている人か少なくない．平和的民主々義的な　　ると思う．
国家の必然的な通例として真理と平和を愛す芯国　　（ｲ）生活の充実
民でなければならぬ．人棺完成と国民教育は向二　　　人は生活を充実して行くことに意義（価値）を
問題労あるという事力作二の問題で.ある／益で示　　見出し，また生活を有意義に（価値あるように）
一と第二より第三の問題が生れてくる．　　　二.　しょうと努力している．生活は物とエネルギーと
　個人尊重の教育的立場と国民育成の教育的立場　　の関係によって起る事象を除外しては考えられな
とは一つのものであるという事がいえ｀る..これは　　い．従って事物についての理解かどうしても必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，‘　　　　　（4）従来の教育の考え方に対しては，伍めてむづかしI　　となる．,これにより次の個人生活に基く欲求たる
い．個人尊重と国民育成の立場とは万思想上からばI　　二つのものに貢献する事か出来る．第,一一に肉体的
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健康がある･．こ･れは人生に於ける最大幸福であり　　理科の学習か最大の貢献をなすべきである．ある
各人･の能力の発揚も社会的奉仕1の実現も凡て肉体　　生活が文化の創造比貢献して居れば,’これは生活
的健康の上に立っている．従って教育は各人をし　　を有意義なものにしてい･ると言われるごいわゆる
て健康な生活を保持させるに必要｀な基本的知識技　　科学は文化創造の組織化された一つのリスト･で･お
能と健康を増進するための善良な習慣の育成を目　　るといえよう..従って科学は唯持って居る事より
ざして行われ･るべ音である．第二には各人の能力　　むしろ真理を見つけ出す相（文化の創造）に価値
把相応な生活を営むに必要な知識技能を有し,･生
活環境に巧に順応し，進んで生活を改善するに必
要な能力と，これを実践する態度とを有する事で
　　;5）ある．　　　　　　　　　　　≒
　（ロ）個人の尊厳と充実
　人とは如何なるものであろうか，各人はそれぞ
れ価値,･尊厳，自由を基本的なものとしてもって
いる･，それは生きるべくして生れて生活を充実し
て行く主体は,･他ならぬ人自身であ･るからであろ
　０）う，而して人は真理と正義を愛好し，正しい人生
観，世界観を有すると共に，音楽や芸術にも関心
をもっていて･，健康な娯楽をたのしむ能力を有し
余暇を活用して潤いのある生活を営み得ること等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5Jが精神的に堅実な生活をなし得る所以である．
　㈲　個人･と社会の要求一般
　人は必然的に大なり小なりの社会を構成して生
活している．社会は人の生活のＴ-つの相である，
　（社会を構成す,るからには前項の事項は人々相互
間に侵され:ることなく最高のものとして尊ばれる
必要がある.）従って科学教育に於ける「社会の
要求」と「個人の要求」との調和のどれたもので
あって別のものであってはならない･
　倒　文化の創造’
　ある個人や社会の生活がより望ましい状態に発
展して行く事は価値ある事である．この発展は多
Jくの人々や社会によってなさ･れている．そしてそ
の過程に於て人の生活は方便的なものではなく，
基本的なものと考えられる．いわゆる文化は望ま
　　　　　　　　（4）しい状態である．即ち集団生活の組織や制慶を理
解し秩序を重んじ正義を実現‘しようとする態度最
大の奉仕をなさんとするI精神を有すること，お互
に個人め価値を認めてこれを尊重すると共に，己
は他人を以て代える事の出来な゛い能力を有し，そ
の誇と責任とを自党する事が社会的生活に基く根
本的慾求である..これに対し理科としては合理的
にして且能串的な社会生活を営む事に対しては，
があるのではあるまいか，この事は少数の人々や
社会によってなされている．
　又，古今東西にわた'つて非公に多く.の実例かお
るように，自然科学は大多数の人々の生活を充実
せしめるのに非常に役立っている．(特にそれに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4)密接な関係をもつ有の仕応用科学である.)特に
物資の生産流通および消費か経済生活の主な部面
で，青少年をしてこの方商に対する理解をもたら
しめる事は，年々複雑になって来つつある近代生
活に能率よく順応するために最も必要なことであ
る．殊に狭い国土の上に多数の国民を養っている
我が国の現状に於ては直接生産にたずさわらない
者でも，この方面に対する理解を有し，進んで協
力する態度を有する事が必要である．まして将来
これら生産部面に活躍する筈の青少年を育成すべ
き学校に於ては，児童生徒に対し職業に対する理
解とその選択に指導をあたえる事が必要で，更に
労働を重んじ，進んで各種の勤労に従事し，これ
を能率よく成就しようとする意欲を持たせねばな
らない．而･してこの部門に対しても理科はその基
本的知識，技能の育成部面を担当すべきで，勤労
を重んじ，進んで各種の労務に従事しようとする
態度は幼時から理解の学習に於て育成さるべき大
　　　　　　　(5J切な目標である．
　剛　価　値
　自然科学は個人的社会的生活の直接の必要と純
粋の価値追究の要求とからえられたものである．
後者の中にも勿論生活に緊密な関係を生ずるよう
になったものか多い．科学史をひもといてみれば
この事はよく分るものである．かくして広い意味
で人間生活の要求から所産された．従ってこれを
充実し価値あらしめたものの一つが自然科学であ
'る．科学教育はこの働きを教育の部面でなすもの
である．それ放に科学教育の使命は所産されたも
のをのみこむめでぱなく，生活の根本的な要求を
　　　　　　　　　　.　　　　　　　　1.4)解決して行くものである事が望ましい．デューイ
　　４　　　　　　　高知大･学学術研賃報告・第７巻･載8号
氏も科学は決して書物の上に集積された知識でな　　又この中にも世界各国の文化の特性を正/しく理解
･いということである．物乱化学，生物，地学と　　し･又我が国の個性豊かな文化を創造.して進んで
ぃうもこれらは科学の本身でなくて,.卿こ刹学の　　世界の文化の向上発犀に努力するようになるとい
結果に過ぎな･い･，真に科学の址要な.る所以の=もの　　ブ目標中･に世界各国の文化の特性を正･しく科学的
は･その結果ではなくて他の方面即ちぞの方法で　　に理解する知搬と能力を持つとい.う部分がある．
゛ある．単に個々の科学を知るのみで科学の方冶を　　　尚我が国に対する愛情を深め，そのよい伝統を
知ら
（がいようでは科学を知るとはいえぬといやて　　伸長すると同時に，外国の人々の生活に対する正
いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　しい理解をもって，国際親善，人類平和の増進に
　（2）十学習指導要領一般篇について　　　　　　　　協力するように‘なるという目標の中に，科学的に
　扨前節に於て教育基本法の精神につぃてのべた　　分析出来る能力を持つようになる事，並びに深い
のであるが･前述の如く教育基本法が教育の基本　　知性をもって判断するようになる固定的な観念か
方針を･学校教育法が学校制度を，而して学習指　　’ら離れて判断するようになるという/jｖさい目標が
導要領が教育内容と方法との輪廓を夫ぶ決定して．　　達成される事になる．次に経済生活及び職業生活
いると考え゛られるめである．扨前述の教育の自的　　の中では，職業や家事につぃての基礎的な知識技
々原理により，教育の目標を社会の情勢によって　　能を修得して能串的によい仕事が出来るようにな
具体化したものが教育の一般目標でありにこれよ　　･るという目標の中に，常に創意工夫をしてよい仕
り小･中学校の目標や教科の゛目標，学年の自標，　事が出来るようになるという部分が含まれると思
単元の目標等の特殊.目標等も考えられるJ,のであ　　う．又色々の職業に゛S）いて理解を広め･個性を自
.る≒･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　党して，･自分で自分の個性に･あった職業の動向を
　扨一般目標の内容慨略について考えれば大体次　　支配する事を理解するという事が含まれている．
の如く〕であ.る．　　　　　　　　　　，．　　　　　　　又資源を愛護し進んでこれを開発活用する事に
　民主社会に於ける教育をされた人がどの.ような　　なるという目標も理科教育中に含まれるーつの大
ものでなければならないかを次のような三つの生　　きな目標である．
活領域に分けて示した各領域に於て人間像の資質　　　尚理科には属していないと考えられてぃるけれ
を示して一般目標の内容をあらわしている．　　　共バ同人生活中，物事を数量的に観察したり，処
　すなわち，三つの生活領域を個人生活，社会生　　理したりする事が出来，数えたり計算したりする
活及び家庭生活，経済生活及び職業生活に分け，　　事が出来るようになるという目標は，数学の,目標
総計36項目に具体化されてその資質ふホされそい　　とせられてぃるが，広い科学教育中に含まれ，ま
･る．この内で理科教育の目標に関連している･もの　　た･中学校高学年以上の理科教育中に於てはこれ
のみをえらんで説明する事にする．　　　　　　　　が含まれると思う．而して以上の一般目標の到達
　先ず個人生活に於ける第一の自主的に進んで学　　を目指して児斑･生徒の発達段階に応じて具体化
ほ7うとする強い意欲と正しい態慶を持つようにな　　されて’教科の目今J）学年の目標’単元の目標等
るという目標である．これは学習の基底になると　　が作られるのである．而して理科は科学的な思考
思う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や技能によって，生活を高めて行く事を目指す教
　次にやはり個人生活の中で自然を大切にし，ま　　科である．従って理科の学習では子供達が，自分
た生物を愛護するようになるという目標ヤ,あり久　　から自然環境に問題を見出し，計画し，研究して
同じく物事を科学的に観察したり処理したりする　　行くという科学的な態度と，実際の自然の事物現
事が出来るようになるという目標もある．　　　　　象について，それを観察とか実験などの具体的な
　次に家庭生活及び社会生活のところで絶えず家　　行動に訴え，論理的な思考をめぐらして解決して
　　　　　　・　　　　　　’　●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）庭及び社会の生活を能率的に営む工夫をするとい 　行く方法とか強調される．
う目標の中に，仕事を科学的に考察し処理する事　　（3）新教育に於ける方法的原理
か出来るようになるという部分か含まれている．　　　教育基本法に於ける意味を代表的に示すのは，
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　　　　　　　　　　　　　　　　－　　-
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個人の尊厳を重んずるという事であ･り／目的々原　　これを一概に古い･ものとしで否定し去.る事の‘出･来
理がこれでJあ･り，これ以当然'教育制度上Iに方法的　　ない一面を持ちているというべきであろう･,．
原理を要.求してい･るのである．而して基本的な方
法的原理政則応して出たのか第三条の教育の機会
均等の要求である．これが基本的な方法上の原理
であ･る,．我々はこの教育の機会均等の原理は基本
的な目的々原理に直接につながると考えられる.
すべての国民はその能力に応じて教育の機会があ
たえられねばならぬという基本的な要求の意味が
明瞭であるべき筈である．
　この教育の機会均等の基礎として入学，組織及
び学習の問題等が考えられるか，かｘる問題を考
える.事は，教育課程や学習指導より問題を考える
基礎になるのではないかと思われる．この立場よ
りすれば，理科の学習指導に於ても生徒各人がそ
の能力に応じて均等に学習に参加さるべき機会を
あたえらるべき事が必要であり，又個人の特性は
夫々伸長する機会はあたえらるべきである．又生
活指導に於ても同様であヽる．例えごば特殊教育面の
理科教育も忽がせにしてはいけない事になる．ま
た，学校の設備等に於ても都会地の学校と僻地の
学校に於て吋理科設備及び理科教員配置の不公平
があってはいけないと思われるし，ま’た夫々その
地域教材を活用した授業がなされなければ,ならな
い．　　　　　　　●●　　　　　　　　　･．
・（φ）理科教育方法の変遷
，扨戦後の日本は，戦時中の超国家主義，ミリタ
リズムの悪夢からの反動として，先ず個人主義と
世界主義か強く表面に現われて，日常生活の場で
ある日本社会そのものには極端なまでに目を向け
なかったのである．新教育に於て各個と普遍の二
つの原理が表面に強く働いでいた．しかし確立さ
れた個人を日常生活の中において普遍的なものと
結び合わせ乍ら生かして行く，その具体的な場に
ついては，余りにも顧慮がなされていなかったで
はなかろうか，従って今日迄の新教育は過去の教
育を受けて来た大人達にとっては，いわば民主々
義とい.う舶来のフラスコによって蒸溜せられた蒸
溜水の如きものと感ザられて，それは清水のよ.う
な独得のコクもなければ，味わいもない無味乾燥
なものと受けとられた･という車が出粟よう．゛そし
て社会のこうした新教育へのフレ,ムドな感情は，
　即ち新教育に対する批判也.しても･戦前の教育を
反省することなしにただ戦後の教育をのみどり上
げてこれを批判する･という傾向がする・このよう
な行き方を持ってしては，真の一新らしい;日本,の建
設は望み難い,･前進し新生面を開くには過去の真
掌な反省が必ず基盤になければならない・
　以上のべたように我が国の教育は終戦後に於て
.民主々義を基盤として大いに変革されたのである
が，その後１，２年大いに反省すべしという声が
出て来て改革すべき時期にな･つて来たのであって
そのためには前述のように戦前の教育を反省しつ
ｘ之を参考として戦後教育の反省をす･る事がよい
と思う．　　　　　　　　　　　　　　　　　，･
　扨理科教育の変遷についでも色々と征き記･ぎれ
ているか，明治初年に於では外国書の課訳による
先生の一方的講義又はノートの時代かあり，其後
に検定教科書の時代を通って明治42年に国定教科
書の時代になったのであるが,’何とい９でも此の
朋は教師中心主義，教科書中心主義の教育であり
而かも国定教科書になっても知諧を教授する事を
其の任務として而かも其の教材の配列は余り季節
を考えず．勿論児童，生徒の心理学的発達段階等
も考えてはいなかったし，資料の展示や実験や見
学等もなかったのである．
　扨大正期になると，第一次世界大戦と相ま.グて
理科教育に対する関心はとみに高まり極めて蔀発
な論議が展開された..しかしてその批判の根拠は
模倣への反省と資本主義の新段階に適応すること
の二つから発しているものの如くである．
　而して従来の知識，注入的理科教授法を脱して
実験，観察による新教授法を採用しようとした．
それ故教科書も図版も加え叙述を平易にしようと
し，教授も直観化して行こうとする意図か認めら
れた．又実験観察が単に教師が実演ヽしてみせるも
のでなく，生徒自身によってなさるべきであると
いう主張も強くなされたの.である．回し乍ら教師
.中心主義は依然と.して残り，刄教科書中心主義も
依然としｲて成り，注入的理科教授はな゛お残･つてい
た．ノ　　　　　　　Ｊ　　‥．　’゛．　’‥．
　゛昭和に人づて文部省も漸く真剣に理科教育の改
６
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善に乗り出さざるを得なくなり，特に実験器具，　上に教育が行われる様になったのである．之より’
標本等を学校に完備する楡につとめる一方教師叱　　して前記の理科教育は当然児竃中心主義，経験中
対する理科教育を強化するなど諸方策を施してそ　　心主義の教育という事になり個人の個性を尊重し
の改善に努力か行われた．
　而して全国的に理科教具や実験設備か充実され
て来たので，教授法の面では，次第に「教師実験」
の時代から「児童実験」の時代へと入って行っ
た．ただその実験が実験のための実験であり’，観
察のための観察に終ろうという欠点を有してい
た．
　而して此の明治期より昭和期までの理科教育の
姿を概観すると，先づ致命的な欠点は，理科教育
が目指すべき「科学的思考」「創造力」「事物現
象の正確な観察力」「事物現象の関係を理解する
理解力」等の本質的な課題か軽視されていたとい
う事であり，従って此の間に国民の理科的思考の
養成の上に大きな制約かあったという事である．
而して昭和16年国民学校の発生とともに理科教育
は，全く長らく停滞していた知識主義から遂に脱
脚し始めて科学的精神の涵養を主要目標とする様
になった．しかも既成知識の獲得をではなくｊ科
学的体験を重ね．科学的精神を身につける事を目
的としたの’である．而して此の期は未だ教師中心
主義から児童中心主義への移行期ではあったか，
それは方法的児童中心主義ともいう.べきものであ
って，児童を目的とするものではなかった．即ち
児童の心性を巧妙にとらえて科学教育を行う’が，
しかしそれは究極に於ては政府の行う戦争に有用
なる人物を作る事にあった．叉教科書中心主義か
実験観察中心主義（経験中心主義）へと移行しつ
ｘはあったが，実際問題として実験器具及び教具
其他の不足により，決して之は出来なかった．と
くに田舎の学校では之が甚だしかった．そして依
然として教科書中心主義か行われていたといえる
であろう．
　扨終戦後に於て日本の教育制度か大いに改革さ
れたといわれるのであるが，それは先ず民主々義
を基盤とした憲法か決定され，そして之よりして
前にのべた教育基本法からして来るところの個人
の尊重，真理と平和を求める人の養成，審美的に
して個性をたかめて文化の創造を目的とし然る後
に教育の機会均等という立場を以で之等の基盤の
且つ其の自発性と独創性を重んずるという事を基
底として考える事になる．
　扨理科教育は知識のみならず，技能，態度にも
荷重をかけて教える事になり，特に科学的思考力
の養成という事をその中心に置いて考えねばなら
なくなったのではないかと思われる．
　それ故に在来の理科教育では殆んど論理的体系
或はそれに類似する順序に教材を並べて教育され
ていたものが単元学習となり，又教材の配列も心
理学的発達段階，歴史的段階をも考慮して行われ
る様になっているのである・然し乍ら尚此の他に
単元を並べる段階に科学研究方法論段階（問題解
決方法的段階）をも含めて考える事も必要になっ
て来ている．
　　　　２；　デューjf氏の教育学の影響
　終戦後我が国の教育界も大いに変化した．そし
て特にその基底として米国より入って来だのは，
ジョン・デューイ氏の教育学である．扨ヘルバル
ト氏も，デューイ氏も思考作用ないし学習過程を
心理学的に分析し，其処から教授の段階をみちび
いた．この点においては，二人は同様の立場をと
った．しかしヘルバルト氏は主知主義の心理学に
もとずき，デューイ氏は行動主義の心理学によっ
　　　　(10)ている．
　これによって思考作用ないし学習過程の分析か
著しく違ったものになった．即ち，デューイ氏は
1910年に「われわれは如何に思考するか」という
好著をあらわし思考の作用を５段階に分けた．そ
して此のような５つの段階で進む思考を「反省的
思考」と呼びこれによって学習が行われると考え
た．反省的思考の過程はやがて問題解決の心理的
過程（科学研究方法論的段階）に通ずるものであ
る．人間の学習と成長は，此の様な過程で進むも
のだから，単元は生徒に意義ある問題解決の仕事
にもりあげなければならぬ．デューイ氏は此の様
に一方に於て思考の過程をはっきり分析すると共
に，他方に於て活動主義への学習をとなえ「為す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10)ことによって学ぶ」べきことを力説した．
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　扨デューイ氏は心と身体の一元継続性を考え，．
身体の活動は決して心の活動を妨げるものでなく
むしろ身体の活動そのものを用うる事によって学
　　　　　-Ｉ　●●　　●　●　１　　　　　　　　１　　●
習の最もよき効果をあげ塵せる.とされる．之より
方法と題材の一元継続性か考えられる．又主観と
客観とは継続的一元であり，主観的な心と客観的
な教材とは本未同質であるとした．而してインテ
レストは此の方法と題材との間のかけ僑である．
興味ばインテレストの極くI一部であるにすぎな
い．インテレストは心と題材の完全且継続的-=-元
　　　　　　　　　　　　ｕl）
の状態であるとしている．
　又，デューイ氏は経験は現在の中に含まれてい
る未来であるとのべ，これからどうして環境を支
配するかか問題であるとしている．即ちデューイ
氏のいう経験とは客観的世界即ち環境の中で行わ
れたものであり，且現在から未来の中へ突出して･
其処に新らしいものをみとめようと努め，新らし
いものを掴もうと努め，新らしいものを作ろうと
する努力である゛且此の経験の中には自からなる
つながりや，結び付きが次々に出てくるのである
から，それ自･らだけで確かな推理が十分行われ，
勿論思考が行われる事になる．而して環境を多く
の刺戟の集団であるとみ，その刺戟は行動をその
本来の傾向に導く助けとなるものであるとしてい
る．而して知性の発達がもともと衝動，本能に根
源する事を指摘し，また知性か行動と共に身体的
活動から切り離されてならぬ事をのべている．尚
経験の構造を心と身体とが一つになって動き働く
過程，観念的要素と感覚的要素とが共に行動の中
で統一されて活動していヽる状態として規定した．
そしてデューイ氏は，かｘる経験の構造を観念を
仮説とするところの実験の構造にまで掘り下げ
た．その点，知性による科学的知識の発見とその
観念的命題化はあく迄実験に始まって実験に終る
のであり，其処に私達は知識と行為，理論と実践
とか統一されているべき芸術としての科学的方法
の実存とい,う事を考えた．又,.知識は目的の追求
という観念と行為との統一的活動過程の中で絶え
ず活用されて行くべき手段であり，しかも手段は
現在の活動の指導を指し，目的は将来の指導を指
すにすぎず，目的と過程とは同一視されねばなら
ぬ事を述べた
ア
　要するにすべてこれからの事は，物と人との世
界に新らしい意味，価値を附与し発見し，発明し
創造して行こ,うとする努力，苦心工夫によって裏
づけられていることなのであって「知る」ことは
「.行う」こと，「作る」ことと房
らないとのべて,いる．
　又．デューイ氏は教育は経験の意味を増し，叉
後の経験の作動を導く一能･力を増加するところの経
験の再構造又は再組織であるとのべ，且此の経験，
は知性なるものの充満している継続でなけ.ればな
らぬ事を指摘し，一衝動．本能に根源する知性の発．
達が社会的活動をとおして社会的環境の影響のも
と.で最も生き生きと養成され得るも.のである事を
指摘した．その点，教育の目･的は児童達の盲目的
習慣的行動をして有意味的有目的々に行動へと･育
成せしめ，知的にも情的にも社会的共同生活への
参加をはかろうとする点にあったとして，そのた
めには学校をして児童生徒が彼等の社会的活動を
積極的且組織的になさしめ得られる生活の場所と
する事，従って又遊戯や作業を重視すべき事が強
調されたのであった．なかんずく･作業による共同
の仕事の分担程知性を社会化せしめるに適した機
会はなかったのであり，個人的知性の形成は社会
的知性の形成と矛盾しな.いことか述べられたので
　　　(12)ある．
　即ちデューイ氏の教育学よりして児竃中心主
義，経験中心主義の教育か唱えられる事が分る．
其れから之は子供の興味関心から出発すると共に
それは実社会に役立つ意義を持った教材であるべ
き事がよく分る．尚その他にダループ学習の必要
な所以もよく分るのである．又前にのべたデュー・
イ氏のいう反省的経験による問題解決学習が,.単
元学習として登場して来ているのも之からであろ
うと思う．
　　　　3.，ポリテフニス;ム教育の影響
　扨我が国新教育･には，デューイ氏の教育学が大.
いに影響している事は前にのべたのであるが，最
近に到ってソヅエト・ロシヤの教育学の影響も少
々乍ら考えられて来た様である．特に科学教育面
に於ては,フヴェト・ロシヤのポリテフニズム教
　　　　　　　　　　　　　　　　(13)育の影響が考え.られて来ている．
８
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扨このポリ､テフニズム教育とは如何なるものか　　まれるのである．
というと，生産のあらゆる過程の基礎的な原理に
精通させると共に，あらゆる生産の最も簡単な用
具の取扱い方を児童や青少年に熟練させる教授の
事をいうのであるふ即ち科学の基礎の内容が生徒
にポリテフニズム的知識を与えるためには.，科学
そのものを抽象的に叙述するのではなくにどのよ
うに人類か自然の法則を工業，萄業，達輸等に利
用しているかを示す事が必要であるのである．而
して生徒か学習する合法則性の実践的な重要性を
理解する事と，知識を具体化する事は，ポ十リテプ
ユズム教授を促進するばかりでなく，学校で行う
科学の基礎の課程をより自党して確実に自分の物
とする事を保障する．
　科学の概念と法則は，それらの学習か実践．観
察，経験と結びつく時，生徒にとって，現実的な
具体的な内容となる．それだからこそ，科学の基
礎の学習に際し，組織的に生徒の注意を人間が自
分の実践的な目的のために，自然法則を適用した
事に向けさせ，また周囲の諸現象，周囲の技術や
機械の中にある物理と化学の合法則性を見出すよ
う習慣をつけなくてはならないのである．この様
な教授と生活や技術との関連は，生徒を活動的'に
し，学習する教科にたいする彼等の興味を昂扁さ
せ，それによって，知識の成績と質の向上を促進
する．
　扨授業に於て生徒に伝達するために，生産‘，技
術の教材を選ぶにあたって教師は次の様な基準を
考えている・
　第一の規準は当該教科のプログラムに予定され
.た知識を意識的に獲得させるためのその教材の必
要性である．教師は授業に於て学習する自然法則
や社会生活をより深く，より具体的に生徒が理解
する事を助ける生産，技術の教材のみを使用しな
　　　　　　　　　　　　●　　　　　　１　　　　１くてはならない．生産の教材は学習する科学の概
念や法則の本質をかくし，また教科の論理から生
徒の思考をそらしてはならない･生産の教材の範
囲は，プログラム中の当該テーマの学習に割当て
られた時間によって限定される．教授の中には当
該教科を構成する論理や体系を破壊せず，また過
重になることなく，教科の有機的な一部になる様
な生産の教材のみが，又その様,な範囲内でのみ含
　ソヴェトは生産教育に直結した理科教育を考え
ている.･しかも之が物理，化学，生物学等の分野
に早くから分れ，その枠内に於て生産教材をなる
べく原理の説明等に取入れる様にしている．又各
スコープの論理や体系を破壊する事なくやるこ
と，即ち論理的体系が或程慶強調されている．之
が順次性といわれているが，この順次性とは必ず
しも論理的体系でなく，心理学的体系その他を組
合わせたものであろうと思われる．
　第二の規準は，取り入れられる生産，技術の教
材の思想，教育的価値である．之は未来の社会建
設の目的のためにえらばれる･ものであって，国家
によりそれは異るものである．
　第三の規準は，現代生産の基礎的な科学上の原
理と一般的な要素とを理解するための生産，技術
教材の必要性である．単に狭い範囲の専門家にと
って興味かおるだけで，生産の一般的合法則性を
理解するためには，何の意義もな｀い様な偶然な教
材をとり入れる事は全く不必要な事である．
　第四の規準は，生産技術の教材が生徒にとって
身近なものである事，他の条件が同じであるなら
ば，先ず第一にその地方の生産，環境，学校に対
して指導権をとる諸工場や諸農場の教材を，又同
様に生徒の親達か働いて居る企業の教材を利用す
べきである．即ち教材に地域的特性を生かす事で
ある．之はデューイ氏の教育原理と一致している
と思う．
　第五の規準は，その教材が生徒の意識的な理解
に手頃なものである事，取り入れられる教材は，
若しそれが生徒の年令的特性と今迄に受けた教育
,の水準に額応じ，又，生徒かある機械や装置等の
構造や働きの基礎となっている科学上の原理や法
則を理解できる場合にだけ教育学上の価値を持つ
であろうといわれている．之は新教育に於ける心
理学的発達段階を考え，所謂ｙディネスと考えて
いるものに該当するものと思われる．
　　　　４，考察並びに結論丿
　扨上述の点を要約して考えてみると，新教育の
目的々原理としては，個人尊重即ち普遍的な精神
科学教育基礎理論に閲する研究（･第九報）（大庭）
９
的個人を重んずる事から始まり，之よりして人桁　　れ，その時に於ける理科のクラブ活動中に於て科
の完成を考え，それには，国家社会の形成者とし　　学的思考力を養成する研究活動等が重視されて来
て必要な資質を備えている人という事が考えられ　　て居る．
る．そして斯かる人間形成面に於て科学･教育とし
ては，真理を愛する人を作る事，そしてそれには
科学的な物の考え方即ち普遍的思考の養成か必要
である．又科学教育としては，生産技術部面に於
ける基本的知識，技能の育成面に及び，その基礎
になる態慶の育成を担当していることが考えられ
る．
　尚之等に関し，学習指導要領一般篇にある目標
を解析し，この科学教育の担当すべき部面を具体
的に上げてみたのである．
　又新教育に於ける方法的原理としては，教育の
機会均等という事が考えられるか，之も科学教育
実施上に於ては，各地域に応じ，また各生徒に夫
々応じて平等になされなければならないわけであ
る．
　扨理科教育方法の変遷について考えると，在来
の教科書中心主義，教師中心主義の教育よりして
経験中心主義，児童中心主義の教育へと変化して
来て居り，有目的性を以て行動し，社会に役立つ
人を養成するという目標が考えられるわけで，之
迄は実験のための実験に終るという事か多かった
が，之よりして科学的思考力養成のための実験及
び創造力養成のための研究という様な事が考えら
れる．又その結果，系統学習方式より単元学習方
式へと変って来て居り，尚特別教育活動か尊重さ
　尚最近では，ソヴェト・ロシヤのポリテフニズ
ム教育の影響も考えられるか，之は産業人の育成
という事の目標が持たれ，その目的のために，知
識の具体化が考えられて居るが，この点は現在我
がｍで叫ばれている科学技術教育の振興とも結び
つけて考えられる事であるが，矢張り余り之にと
らわれると，地域社会に教材をとる事が疎略にな
り，産業以外のものでも大いに科学的知識をあた
え且思考力を養うに足る様な教材か沢山あるので
此の点は没却してはいけないと思われる．
　次に順次性というものが考えられる．之は現在
理科教育関係の学会でも色々と論ぜられているけ
れ共，余り論理的体系尊重に逆行する事は児望生
徒の心理学的体系を混乱せしめるのでいけないと
思うけれ共，現在既に単元学習に対する或程度修
正の声が出て居り，その点からしても，之はカソ
キュラム構成上或程度迄考慮に入れて考えるべき
だと思われる．勿論以上の事は，筆者か大まかに
考えたのであって，或は到らぬ点も沢山あると思
われるけれ共，大体に於て現代科学教育の立つ基
盤としては妥当なものと考えられる．勿論次々と
新らしい教育学説か発表され，教育思潮も段々と
変って行くのであるから之等の基盤も段々と変っ
て行く事は当然であろうと思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　献
[])，著者，科学教育タイムス第四号
(2),著者，理科の教育36号1955年８月８頁
(3),村上俊亮氏，関西地区教育研究所連盟総会に於ける講演(於神戸)
(4),第七回教育指導者講習研究集録，理科教育法一頁
(6),中野栗夫著，理科教育法概論
㈲，永野芳夫訳，デューイ著｢教育哲学｣77頁
(7),福岡県立教育研究所編，教育研究第２号
(8),文部省編，学習指導要領(一般篇)昭和26年(1951)改訂版
(9),唐沢富太郎著，教科書の歴史, 804頁
帥，倉沢剛著，単元論，20頁
01),永野芳夫訳，デューイ氏著｢教育思想の基本原理｣
図，巡政民著，教育と経験171頁
叫，勝田昌二訳，Ｍ・Ａ・メーリニコフ，及びＭ・Ｎ・スカートキン共著，ソヴェトの綜合技術教育
(昭和33年７月15日受理)

